
第６回国立大学法人奈良教育大学経営協議会議事要旨 

 

 

１．日 時 平成２６年３月１８日（火） 

２．出席者 菅谷文則委員、仲川順子委員、森 雅彦委員、米川英樹委員 

長友学長、生田理事（教育）、宮﨑理事（総務）、伊藤副学長（企画）、中谷副学長（研究） 

 

３．議 題  

◎審議事項 

１  規則の一部改正について 

・国立大学法人奈良教育大学学則の一部改正について（資料１－１） 

・国立大学法人奈良教育大学教職員給与規則の一部改正について（資料１－２） 

 ・国立大学法人奈良教育大学時間雇用教職員就業規則の一部改正について（資料１－３） 

２  平成２６年度計画について（案）（資料２） 

   ３  平成２６年度予算編成方針及び収入・支出予算案について（資料３） 

 

◎報告事項 

１  平成２５年度国立大学法人施設整備費補助金（大学教育研究基盤強化促進費）補助事業 

について（資料４） 

   ２  平成２６年度学部・大学院入学試験の実施状況について（資料５） 

３  消費税率の改定に伴う対応について（資料６） 

 

 

４．議 事 

 ◎審議事項 

１  規則の一部改正について 

・国立大学法人奈良教育大学学則の一部改正（案） 

・国立大学法人奈良教育大学教職員給与規則の一部改正（案） 

 ・国立大学法人奈良教育大学時間雇用教職員就業規則の一部改正（案） 

  総務担当理事及び総務企画課長から、資料１－１～１－３に基づき説明があり、審議の結

果、原案のとおり了承された。 

主な意見は以下のとおり 

      ○わざわざ、教員養成大学としてという制限を規定する必要があるのか。 

      →総合大学と異なり、教員免許を取得することが目的という特殊な面があるため特定してい

る。 

 

   ２  平成２６年度計画について 

教育担当理事から、資料２に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおり了承された。 

主な意見は以下のとおり 

      ○ディプロマ・ポリシーの平成２５年度原案とはどのようなものか説明願いたい。 

      →７つの評価基準があり、その評価基準をどのような観点で表すかを整理したものである。 

 

３  平成２６年度予算編成方針及び収入・支出予算案について 

 総務担当理事及び財務課長から、資料３に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおり了

承された。 

主な意見は以下のとおり 



      ○各大学が電算システム関係に民間企業では考えられないぐらいの多額の経費をかけている

が、文科省が一本化するというようなことはできないのか。 

      →法人化したことにより、文科省での一本化は難しいが国大協での一本化を働きかけてみた

い。 

 

 

◎報告事項 

１  平成２５年度国立大学法人施設整備費補助金（大学教育研究基盤強化促進費）補助事業 

について 

財務課長から、資料４に基づき報告があった。 

 

２  平成２６年度学部・大学院入学試験の実施状況について 

   教育担当理事から、資料５に基づき報告があった。 

主な意見は以下のとおり 

      ○社会人に対し教育方法をマスターさせるようなコースを設けたらどうか。 

      ○大学院の授業に教育委員会等が必要とする研修機能を取り込んだらどうか。 

 
   ３  消費税率の改定に伴う対応について 

      財務課長から、資料６に基づき報告があった。 

 


